











は、学習者自律の養成が鍵となる（酒井, 2008 ; Rink & Yamauchi, 2008 ; 




























































































































のモニタリングを行いやすくした（山内 , 2009a, 2009b）。さらに、学習
の調整・計画の支援として、Review画面と学習履歴の双方で表示される




















































伸び幅 80～ 100点が最も多く、ついで伸び幅 60～ 80点、40～ 60点が
多い（図 6）。過去６年半の全体では、伸び幅 0～ 20点、－ 20～ 0点が
多くなっているのと比べ、順調な伸びを示したと言える。
全　　体 200点～ 300点～ 400点～ 500点～
伸
び
平　　均 63.1 90.0 62.5 48.3 73.3
標準偏差 48.3 67.3 21.7 67.8 58.6
最 高 点 145 145 90 145 140






平　　均 468.8 336.7 419.4 497.5 623.3
標準偏差 117.5 80.4 35.8 62.3 57.8
最 高 点 685 395 460 580 685
最 低 点 245 245 380 410 555
　 　 全　体 195点～ 300点～ 400点～ 500点～ 600点～ 700点～
伸
び
平　　均 18.8 35.9 21.9 20.6 9.1 1.7 -16.45
標準偏差 63.8 67. 9 59.1 63.9 67.7 63.7 55.7
最 高 点 265 265 175 220 200 155 50







平　　均 444.2 298.1 372.2 466.1 547.4 643.5 735
標準偏差 116.1 70.4 63.4 69.4 71.4 63.4 67.8
最 高 点 830 540 525 715 735 760 830
最 低 点 175 175 245 270 340 515 670
表１　学内 TOEICテストの半期での得点変化（2009.1-2009.7）（N = 23）











図 6　TOEIC1受講生の学内 TOEICテストの半期での得点変化（2009.1-2009.7; N = 23）


















































































1）     本研究は、科研費助成研究「クラス内学力格差に対処するMoodleを利用した授業支援システ
ムの開発」（課題番号 19520533；平成 19-21年度，基盤研究（C），研究代表者：山内）の一部
をなす。
2）     本年度開始の自律研究プロジェクト（代表者：酒井）で開発した英語学習意識調査による
と、本授業の受講生は、「英語力向上のストラテジー使用」（14項目の平均）の点で高い値を
示す一方（平均 3.69, 全国平均 3.26）、「自己調整学習」に関わる項目「学んだことを理解して
いるか確認するために自分に質問している」の値は低い（平均 2.57，全国平均 2.62）（山内 , 
2009b）。
3）     上位層の学習者も、学習習慣はある程度身についているだろうが、「クラス内での上位にすぎ
ない」と自覚し、自分で適切な目標を設定できる程度のメタ認知ができているかどうかは心
許ない。
4）     2008年以前は１月の学内 TOEICテストのみを受験する者も多く、ここで示した半期ごとの
得点差は本学全体の傾向を示すデータとは言えない。
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